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主な治療目標

片頭痛の予防治療を開始する前の主な検討事項

発作の頻度、重症度、
持続時間の低減

急性期治療に対する反
応性を改善し、過剰使
用を軽減する

機能と健康関連の生活
の質の向上

個別化された治療計画の策定

ライフスタイル

片頭痛の誘発要因となるもの
を特定し、最小限に抑える

目標

栄養、定期的な運動、十分な
水分補給、睡眠、ストレス管
理の実践を維持する

片頭痛日記をつける

片頭痛予防の成功を定義
することに合意する

一般的な副作用と重度の副作
用を理解する

投与量の調整時期に
ついて理解する
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